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１．研究計画の概要 
 研究対象や研究方法（臨床学的方法）の明
確化、そして専門家養成の方法（カリキュラ
ム、スーパヴィジョン、そして資格制度を含
む）の整備といった３つの側面から、新たに
「臨床スポーツ心理学」を構築する。 
 
２．研究の進捗状況 
 臨床スポーツ心理学の研究対象として位
置づけた設定課題についてはほぼ終わって
いる。これまでの主な成果としては、①チー
ムスポーツへのメンタルトレーニング技法
の開発ならびに内界探索型メンタルトレー
ニングの有効性の検討、②スポーツ選手の心
理的諸問題に関わる事例の検討、③投影法を
手がかりとしたスポーツ選手の心性の理解、
④「コツ」獲得における心理的意味の明確化、
⑤関連のテーマによる学会シンポジウム等
の開催（「スポーツカウンセラー：その役割
と可能性」「アスリートの心理臨床から考え
る」「心理臨床の現場から身体を再考する」
「育てる人を育てる」、他）し、意見交換を
行う、等がある。 
 当初、研究計画の中では言及していなかっ
たことではあるが、日本スポーツ心理学会
（編）「スポーツ心理学事典」（大修館書店）
の出版企画が持ち上がり、本研究組織を構成
する３名は、「スポーツ臨床」の領域を担当
した。そこでは 7 つの大項目（スポーツカウ
ンセリング、スポーツ臨床の方法・見方、心
理臨床の技法、スポーツ臨床の対象、スポー
ツセラピー、アスリートの個性化とスポーツ、
スポーツカウンセラーの養成・資格・研修）
そして 53 の中項目より構成した。 
 上述のように、本研究者らが強く関わって

いる「臨床心理身体運動学会」を中心とした
学会での本研究課題と関連したテーマでの
シンポジウム開催ならびに、「スポーツ心理
学事典」の出版等により、臨床スポーツ心理
学に対する周囲の理解を深めることが出来
た。 
 
３．現在までの達成度 
 「おおむね順調に進展している」：本研究
課題は「臨床スポーツ心理学の構築」であり、
現時点では、領域固有の研究方法ならびに、
資格・専門家養成について課題を残している。
これらについては、本研究者らの既発表論
文・資料に加筆する形でまとめる予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 「臨床スポーツ心理学」を提唱するための
基礎資料は出そろっており、残された１年で
まとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
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